


要約:多胎や流産の発生に関して予知可能か否かを明らかにするために、不妊症治療後に

妊娠した 220 例の妊娠の転帰〔妊娠継続/分娩 116 例・多胎 13 例・妊娠 12 週までの初期

流産 67 例)と妊娠前の検査所見や既往歴との関係を検討し、以下のことを示唆する結果を

得た。①多胎の発生は、LH-RH試験の LHO や LH30 ・ T、患者の身長や体重から予測しうる

可能性がある。②自然流血の発生は母体年齢や自然流産既往の有無から予測しうる可能性

がある。③多胎や自然流産の発生には体外受精という操作そのものが関係する。しかし、

多胎の防止は体外受精の移植胚数の問題だけでは解決しない。


